
1 
 

令和７年度 千葉県立野田看護専門学校 一般入学試験問題  

看 護 全 般 

 
 解答は全て解答用紙に、番号又は数値で記入すること。  
 
問題１  インフォームドコンセントについて正しいものをすべて選べ。  

１．患者やその家族、代理人に説明し同意を得ることである。  
２．治療により患者にリスクが生じる場合は説明を避ける。  
３．医療従事者が患者に十分な情報を与えることである。  
４．看護ケアを実施する際に看護師が行うことである。  

 

問題２  看護職の業務上の義務について正しいのはどれか。  

１．免許取得後、臨床研修等を受けて自己研鑽に努めなければならない。  

２．医師・歯科医師の指示があれば絶対的医療行為を実施できる。  

３．業務従事者届は居住地の都道府県知事に届け出る。   

４．看護師免許を返納すれば守秘義務は生じない。   

 

問題３  入院患者の点滴静脈内注射が終了した後に、使用した輸液チューブを廃棄する

容器のバイオハザードマークの色はどれか。  

１．赤  色  

２．黄  色  

３．黒  色  

４．橙  色  

 

問題４  看護におけるボディメカニクスについて適切なものをすべて選べ。  

１．接触面との間に生じる摩擦力が小さいほうが安定する。  

２．重心線が支持基底面の中心に近いほど安定する。  

３．支持基底面の面積を狭くすると安定する。   

４．重心の位置が低いほうが安定する。    

 

問題５  上肢に輸液療法中の患者の寝衣交換の援助について適切なのはどれか。  

１．クレンメを閉めて滴下を止める。  

２．輸液をしている側の袖から脱ぐ。  

３．交換中の輸液ボトルの位置は刺入部より低く保つ。  

４．新しい寝衣の袖に外側から輸液ボトルと点滴ルートを通す。  

 

問題６  気管内吸引時の看護で正しいのはどれか。  

１．１回の吸引時間（陰圧時間）は 15 秒かけて行う。  

２．吸引圧は 26kPa（ 200mmHg）以上にする。  

３．吸引が不十分な場合は再吸引を続けて行う。  

４．無菌操作で実施する。  
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問題７  黄疸のある患者の看護で適切なのはどれか。  

１．食事は高たんぱく・高ビタミン・低エネルギー食とする。  

２．皮膚に掻痒感がある場合は熱めのタオルで清拭する。  

３．眼球結膜の観察はペンライトを使用する。  

４．便秘がある場合は下剤の内服を勧める。  

 

問題８  20 滴で 1mL の輸液セットを用いて 1,000mL の輸液を 6 時間かけて実施する場合

の 1 分間の滴下数を求めなさい。  

    ただし、小数点以下の数値が得られた場合には、小数点第１位を四捨五入する

こと。  

 

問題９  成人期にある人の生活習慣病の三次予防はどれか。  

１．通勤の時は積極的に駅の階段を使用している。  

２．高血圧症と診断され減塩食を食べている。  

３．昨晩から咳と鼻水があり今朝受診した。  

４．職場で年１回の定期健康診断を受けた。  

 

問題 10 A さんは 50 代の会社員。健康のために週 3 回スポーツクラブに通っていたが、

先日、右側胸部にピリピリした痛みと共に湿疹ができ、帯状疱疹と診断された。 

A さんへの生活指導で適切なものをすべて選べ。  

１．「湿疹が湿潤している場合は無菌操作で薬を塗りましょう」   

２．「帯状疱疹後神経痛がある場合は患部を冷やしましょう」  

３．「湿疹が赤く腫れている場合は運動を控えましょう」  

４．「湿疹が消えるまではシャワー浴を避けましょう」  

 

問題 11 脳梗塞のためブローカ失語と診断された 60 歳代の患者への看護で適切なもの

をすべて選べ。  

１．開かれた質問（ Open‐ Question）を活用する。  

２．会話する場合は言葉の先読みをしない。  

３．話しかけた内容の理解状況を確認する。  

４．毎日、嚥下訓練を行う。  

５．耳元で大きな声で話す。  

 

問題 12 血液透析を受ける患者の看護で正しいのはどれか。  

１．透析療法が導入されたら水分制限はしない。  

２．透析開始時の血圧測定はシャントのある側と反対の上腕で行う。   

３．透析中にシャント部のスリルを聴診器で確認する。   

４．透析終了後は頭痛や吐き気の出現に注意する。  

 

問題 13 身長 150 ㎝、体重 65 ㎏の成人女性の BMI（体格指数）を求めなさい。  

     ただし、小数点以下の数値が得られた場合は、小数点以下第２位を四捨五入と

する。  
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問題 14 2019（令和元）年における高齢者の生活状況で適切なものをすべて選べ。  

１． 60 歳以上の者が地域活動を行っている割合は男女とも３割程度である。  

２．労働力人口総数に占める 65 歳以上の者の割合は年々増加している。  

３．高齢者世帯の所得で最も多いのは「稼働所得」である。  

４．高齢者のいる世帯は「夫婦のみの世帯」が最も多い。   

 

問題 15 A さん（ 72 歳、男性）は、パーキンソン病と診断されて入院した。  

A さんへの看護で適切なのはどれか。  

１．薬の内服によって症状に日内変動が起こることがあると説明する。  

２．すくみ足が見られる場合は向かい合って手を引くようにして歩く。  

３．ヒュー・ジョーンズの分類で病状の進行を評価する。  

４．疾患の進行に伴う高血圧症に注意する。  

 

問題 16 地域包括ケアシステムについて正しいのはどれか。  

１．地域の特性に関わらず同じサービスが受けられることを目指している。  

２．住み慣れた地域でその人らしく暮らし続けることを支援する。  

３．基本的な考えとして、本人と家族の選択が前提とされる。  

４．住まい、介護、医療、生活支援を一体的に提供する。  

 

問題 17 乳児のバイタルサイン測定値で基準値内にあるのはどれか。  

１．腋窩体温が 37.7℃である。  

２．呼吸数が 37 回／分である。  

３．心拍数が 136 回／分である。  

４．収縮期血圧が 130mmHg である。  

 

問題 18 A さんは 30 代の会社員で、夫と二人暮らし。毎朝、自宅から駅まで 10 分間程

度歩いて通勤している。最近体調がすぐれず受診したところ、妊娠していること

が判明した。  

A さんへの生活指導で適切なのはどれか。  

１．「つわりがある場合は食べたいものを少量ずつ食べましょう。」  

２．「今後は２週間に１回の定期健康診査を受けましょう。」  

３．「母子手帳は保健所で交付してもらいましょう」  

４．「入浴は一日おきにしましょう。」  

５．「通勤時の歩行は控えましょう。」  

 

問題 19 逆転移について適切なのはどれか。  

１．患者が自分の両親に向けていた怒りを看護師に向けること。  

２．患者が友人に向けていた親密感を看護師に向けること。  

３．看護師が患者に対して私的感情を抱くこと。  

４．看護師が自分の感情の変化に気づくこと。  
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問題 20 精神科病棟に入院している患者の行動制限について正しいのはどれか。  

１．隔離患者の日用品の購入を行う場合は看護師が購入物を決定する。  

２．患者の意思で閉鎖的環境を希望した場合は隔離と同じ対応をする。  

３．緊急に身体拘束を行う場合は拘束理由の事前説明は不要である。  

４．面会者が希望した場合は看護師が面会に立ち会うことができる。  

 

 


